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千葉大学附属図書館 /アカデミック・リンク・センターでも、そうした取り
組みの一環として、オープンアクセスに関する情報を積極的に発信します。

オープンアクセスの意義を周知するため、毎年 10 月に行われる世界的な
イベントのこと。今年の期間は 10 月 23 日～ 10 月 29 日の 1週間であり、
各地でテーマに沿った様々な取り組みが行われます。

オープンアクセスウィークとは

International Open Access Week のWeb サイトはこちら

Community over Commercialization
商業化を超えたコミュニティ

今年のテーマ

2021 年に UNESCO総会で採択された「オープンサイエンスに関する勧告」は、公的
資金で行われる研究の成果（論文など）を平等に利用できることと、著者や読者が
費用を負担することのない出版方法の支援を求め、商業的利益よりも公共の福祉や
学術コミュニティ全体の利益を優先する必要性を強調しています。

今年のテーマは、この勧告を踏まえ、オープンアクセスウィークが” 研究成果の公開
をコミュニティ自身が管理することの重要性について人々が団結し、行動を起こし、
意識を高める機会となること” を目的として掲げられました。

日本では、G7科学技術大臣コミュニケ（2023 年 5月）での議論を受けて、
2025 年度新規公募分から公的資金による学術論文等を即時OA化する方向で
国レベルの検討が進んでいます。
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千葉大学のオープンアクセス化支援

千葉大学では「千葉大学学術成果リポジトリ CURATOR」より、
年間約 1,000 件の研究成果にメタデータやDOI（研究データや論文に
用いられる識別子）を付与し、公開しています。

CURATOR での公開支援やオープンアクセスについての詳細は、
附属図書館のWebサイトや研究支援ポータル EYRJ! をご覧ください。

オープンアクセスについてCURATOR について

オープンアクセス化が進むと……

自分の研究成果を広く知ってもらえる①①

新たな研究の可能性が生まれる②②

オープンアクセス論文は非オープンアクセス論文より
被引用数が 2.5 ～ 5.8 倍になったという報告もあります。

研究成果をまとめた論文やデータをインターネット上に無料で
公開し、誰もが自由に利用できるようにすること

オープンアクセスとは

学術研究の発展のために、世界的に公的な研究助成機関の多くが
研究成果のオープンアクセス化を義務化・推奨しています。

    研究成果を広く知ってもらうには    研究成果を広く知ってもらうには
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千葉大学オープンアクセス方針

オープンアクセス方針とは、自国・自機関の研究成果を
どうオープンアクセス化していくかを定めた方針のことです。

千葉大学オープンアクセス方針の詳細はこちら

本学では 2016 年に「千葉大学オープンアクセス方針」を策定し
学内の研究成果のオープンアクセス化を推進しています。

オープンアクセス化する方法にはいくつかの種類があり、
その一つとして「グリーンオープンアクセス」があります。

グリーンオープンアクセス

グリーンオープンアクセスとは

グリーンオープンアクセスのメリット

オープンアクセスにするための論文掲載料（APC）を
出版社に支払う必要がない
オープンアクセスジャーナル（全てあるいは一部の論文を無料公開しており、
インターネット上で誰でも読むことのできる雑誌）へ投稿することによって
オープンアクセス化を図る方法では、論文掲載料を支払う必要があります。

学術雑誌などに掲載済みの研究成果を、研究者自身が
機関リポジトリ等から公開する方法
ただし出版社によっては、著者最終稿のみ公開可能などの条件があるほか、
一定の非公開期間（エンバーゴ期間）が設けられる場合があります。



　　ハゲタカジャーナルに注意！　　ハゲタカジャーナルに注意！
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ジャーナルの安全性を判断するために役立つリスト

！

Think. Check. Submit.

Quality Open Access Market（QOAM）

Directory Open Access Journals（DOAJ）

ハゲタカジャーナルに投稿してしまうと……

厳しい審査を通過した、安全性の高いオープンアクセスジャーナルのデータベース

ホワイトリスト

健全性チェックリスト

オープンアクセスジャーナルの論文掲載料（APC）や品質に関する情報を掲載

投稿予定のジャーナルが信用に値するかをチェックするためのリスト

論文を投稿した後にハゲタカジャーナルであることに気づいても

論文の撤回が認められず、他のジャーナルへの再投稿ができなくなる

不当に高額な論文掲載料を請求される

研究コミュニティ内での自身の信頼・評価が低下する

ハゲタカジャーナルについてさらに詳しく

？ 論文掲載料（APC=Article Processing Charge）とは
雑誌に投稿した論文をオープンアクセス化するために必要となる費用。

ハゲタカジャーナルとは

著者から論文掲載料を騙し取ることを目的としている、
オープンアクセスジャーナルの仕組みを悪用した悪質な雑誌のこと
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